
緑丘会札幌支部  主催のバーベキュー収穫祭 報告書 

H7卒 寺井 貫生 

 

１．開催日 平成２５年９月２７日（土）12：00～15：00 

２．場所  小樽公園多目的広場 小樽市花園町５丁目  

３．出席者（卒年、敬称略）２７家族３８人 

S42  渡 邊 捷 弘 

      S49  小 山 高 史 

      S50  福 田 和 弘 

      S56  南 條 和 典 

      S58  平 田 尚 美 

      S62  小 西 一 郎（幹事長） 

      H 2  谷 口 晶 彦 

      H 3  小 谷   聖 

      H 5  八十島   忍（幹事） 

      H 6  村 上 由 江（幹事）、亀 田 直 澄 

      H 7  寺 井 貫 生（幹事）、佐 伯 志 保、高 橋 真 美、菊 池 千 春 

      H 8  白 石 健太郎 

      H10  安 田 径 央 

      H11 八 條 真紀子（幹事）、河 崎 智 之 

      H15  田 中 未 来 

      H18  須 川 正 啓 

      H21  湯 谷 拓 朗 

      H22  小 川 恭 平 

      H24  遠 藤 真 彩（幹事） 

      H25  神 野 七生子、森 谷 亮 介 

      2年  佐 藤 亮 介 

４．開催趣旨 

 札幌支部の活性化のためには、平成以降卒の若手会員の参加を促進する必要があると

いうことから、6月の定期総会 2次会並びに 8月の暑気払い会を企画し開催しましたが、 

いずれも良い意味で主催者の予想を裏切り、多くの若手会員の方々が参加してくれまし

た。この良い流れをさらに盛り上げていきたいと考え、若手の方々に意見を聞いたとこ

ろ「子育て世代の人が家族連れで参加できるイベントがあればいいのではないか」「『炊

事遠足』みたいなものをやれば面白いのではないか」といった意見をいただきました。

こうした意見をベースに検討を重ねた結果、多くの商大卒業生にとって、思い出の地で

あろう小樽公園にてバーベキューをやろうということになり、時あたかも豊穣の季節で

もあることから、「収穫祭」と銘打って今回のイベントを開催したものです。 

再び有志 



 

５．内容 

（１）開会まで 

  野外イベントには、天候のリスクがつきものなので、幹事一同数日前から天気予報を

毎日チェックし、「頼むから晴れてくれ！」と願っていましたが、当日の小樽は、心地

よい秋晴れで絶好のアウトドア日和となりました。これもひとえに参加者の皆様の日

頃の素晴らしい行いの賜物でしょう。会場の小樽公園多目的広場は、見晴らしもよく

絶好のスポットですが、場所がわかりづらいのが唯一の難点で、H5 年卒 八十島忍幹

事のもとには、「着いたけど場所がわかりません」との連絡が続々と入っていました。

それでも、開始時間の 12時が近づくにつれ、参加者の方々が次々と集まって来ました。 

  参加者も大方集合し、挨拶を交わし終わった頃を見計らうかのように「肉のなかせ」

さん登場。「2 回も電話したんですけどね・・・」軽トラックから降りながら店員さん

が不機嫌そうにつぶやく。やはりこの場所が分かりづらかったので確認の電話をくれ

たようですが、準備作業に追われて着信を見逃していました。気まずい空気が流れま

したが、そこは数々の修羅場をくぐり抜けてきた八十島幹事が笑顔で対応し、事なき

を得ました。続いて「酒の富田」さんも到着し準備完了。開会を待つばかりとなりま

した。 

   

（２）開会 

S62 年卒 小西一郎幹事長の司会進行により開会。 

  続いて、S49 年卒 小山高史副支部長より開会のあいさつがありました。 

 

小西幹事長の司会         小山副支部長のあいさつ 



 

（３）乾杯 

   この会の最年長で島根県から遠路駆けつけてきてくれた S42 年卒 渡邊捷弘先輩の

ご発声で乾杯。渡邊先輩は、先日ご逝去された同期の柏熊忠先輩の葬儀に参列した後、

予定を変更して 1 日滞在を伸ばし、この会に参加してくれたとのことです。ご多忙の

中時間を割いてお越しいただいた渡邊先輩本当にありがとうございました。そして、

謹んで柏熊先輩のご冥福をお祈り申し上げます。              

 

 

 渡邊先輩の乾杯          さっそく楽しそうな２人 

（４）懇談 

  休日の昼下がり、場所も思い出の地である小樽ということもあって、リラックスし

た雰囲気の中で会は進んでいきました。バーベキューには人と人とを繋ぐ力があるよ

うです。誰かが肉を焼き、それを食べるために集まってきた人たちが、鉄板を囲んで

「これ食べていいですか？」「どうぞ」から始まって、いつしか大学時代の勉強や部活

を頑張っていた頃の話、あまり大学には行かずバイトや遊びに明け暮れていた頃の話、

お互いの近況や友人の消息などへと会話の輪が広がっていきました。そして、バーベ

キュー以上に人と人を繋いだのは、やはりなんと言っても商大卒業生としての絆でし

た。初対面でも、卒業年次やゼミ、サークル、友人の名前などから共通の話題が生ま

れ、お互い親近感が湧き、どんどん話が弾んでいきました。 

  会も中盤に差し掛かった頃、司会の小西幹事長から嬉しいサプライズ報告が！参加

者の皆様からの心温まる差し入れです。いただいたものは下記のとおりです。 

 

・S42 年卒 渡邊捷弘さん  ご寄付 

・S45 年卒 上田一敏さん  ご寄付 

・S49 年卒 小山高史さん  ビールご提供 

・S50 年卒 福田和弘さん  ご寄付 

・S54 年卒 福井芙美子さん 食材、備品等 

・S58 年卒 平田尚美さん  食材、備品等 

・H 2 年卒 谷口晶彦さん    ワインご提供  

・H 3 年卒 小谷 聖さん  日本酒ご提供  

・H 6 年卒 亀田直澄さん  日本酒ご提供 



・H 7 年卒 佐伯志保さん  手作りお菓子、ワインご提供 

・H8 年卒  白石健太郎さん ワインご提供   

・H10 年卒 安田径央さん  厚岸の牡蠣ご提供 

・H18 年卒 須川正啓さん  大阪土産のお菓子ご提供 

  

   いただいた日本酒もそして厚岸の牡蠣も おいしくいただきました 

 

皆様の差し入れは、早速参加者に振る舞われ、絶品を囲んでさらに会は盛り上がり、

まさに文字通り「収穫祭」となりました。差し入れてくださった皆様大変ありがとう

ございました。この場を借りて厚く御礼申し上げます m(_ _)m 

  お父さん、お母さんと一緒に参加してくれた子どもたちも、この会のアットホーム

な雰囲気づくりに一役買ってくれました。同窓会に子どもたちがいる光景は不思議な

感じもありますが、大人に交じって小さな手で肉を取る姿や、元気に走り回る姿、お

母さんの腕に抱かれて眠る姿などはどれも微笑ましく、心が癒されるものでした。 

  宴もたけなわ、まだまだ話も尽きないところですが、楽しい時間はあっという間に

過ぎ、日も西に傾き始め終了時刻が近づいてきました。 

 

 

    宴もたけなわの中、残念ながら終了時間が近づいていきました 

 

（５）閉会 

  終了時刻の１５：００となり、小西幹事長から閉会が告げられました。 

  閉会の挨拶は再び渡邊先輩にお願いし、商大に対する熱い思い、後輩に対する激励

のお言葉を頂戴しました。 



 

（６）若人逍遥の歌 

  商大の仲間が集まるところに商大魂あり！これをやらずに帰るわけにはいきません。

自然発生的に 15 人程度が輪を組み、全員で若人逍遥の歌の 1 番、4 番を歌い、八十島

幹事のフレフレ商大、フレフレ緑丘会のエールが切られました。 

 

 

   収穫祭の終わりも若人逍遥の歌で締めました 

 

（７）解散 

  後片付けを済ませ、名残惜しい中、次回の再会を期して解散し、それぞれが帰途に

つきました。福田先輩、小西幹事長、八十島幹事、安田さんは、その足で当日開催の

北大恵迪寮大寮歌祭に向かいました。参加してくださった皆様大変お疲れ様でした。 

 そして本当にありがとうございました！ 

（８）その他 

  この会の開催に当たり、前述の差し入れをしてくれた皆さんの他多くの方々のご協

力をいただきました。 

  札幌支部事務局の皆様には、企画へのアドバイスから HP への告知等のご協力をい

ただきました。 

  S54 年卒 福井副支部長 S58 年卒 平田尚美さんには、バーベキュー用のカット

野菜や皿、コップ等をご用意いただきました。また、平田さんの息子さん、娘さんに

は、せっかくの休日にもかかわらず、会に参加していただき、事前準備などを手伝っ

ていただきました。 

  皆様大変ありがとうございました。おかげ様を持ちまして、今回の会を成功裡に終

了することができました。この場を借りて厚く御礼申し上げます m(_ _ )m。 

  幹事の反省点として、場所の案内をしっかりしていなかったこと。焼き台の設置と

敷物の配置により、立ったままの人がいたこと。予定時間よりも早く火が消えてしま

い、田中さん夫妻が公園内の売店で炭を購入し、火を起こそうとしてくれたこと。そ

れでも肉やもやしが余ったこと。さらに差し入れをたくさんいただいたこともありま

したが、最後の飲料が余り、重い荷物をご参加した方に持ち帰ってもらったこと。こ

れらの反省を踏まえ、次回は、より充実した会を持ちたいと考えております。 

                                    以上 


